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. 民放 と観察 の方法
I













1滴 背屈 ･京大琴笹部屋畠挙研究室九 ･自然温故の略は増量同様の装置を施.i,J=宝で固有LII. ･ヽ1. 1
?ー た｡
inI.姥 堂乳 一週間怒自記温度声Iにて記坪 O･ -, :I.
飼1･掃 射 佃の.糾二･無塵W,モスリ:-/｣1枚･･A汁虚理｢モチ,1)-(｣1枚､牛乳成乳｢千.A･I)Il .＼▲;.
ン｣1枚 ･計3枚を入れ .lr'ヒ′メアル岳ッヲブ二シムシ胸 蝕を･亜一枚につき.1甲の割合で計3匹
故的し,同様のもの 10組造って.毎日午前9時より正午畠の間に翫察しT.･各布が幼曲のナ羊/
めに蝕EB'･された状況を記録し.蝕著された供試布は.･.10日日毎に収琴へ争_と共に,∴其際之等の■●l
朝申申 0日岬 坤 零した串横を測定して､･其合計を記録したO蝕撃面積測定の方法J=レアは･l
方眼種別日大 蝕害された両横 が .･方眼紙1｢ミ1)メートル｣角に稚苗する時に,之を1,として･I.
,Bt併 し.全敗響両校が幾何程に常るやを測ったのであ.るO .
;flu'lして.銀塊包布と,適 理布2位との､飼育翫 抑 こ即 る重さ中耳の収序昼.i.kL甲 損









で年分だけ虎理した.ものを1枚づ ｣入れたもの糊乱 鵜汁で中部だけ虚現したものを1華づ ｣
I
入れたも.q)10組造り､併読布 1鹿た?き､前述と同校の幼魚を1四つ 1入れて､伺 じく昭和16年





調査期間 .●蝕 昏 何.胡 白兵無泣皮r日平均 調査期間 番沈幼血敬 蝕 番 田 研 ●
番蛇幼魚教無塵理モス 1シ1枚 果汁虎理モスtJン1枚 牛乳虚理モス,.)ン1枚
;,Ⅶ∴.21 1 3四､ 15.0 2G.5● 2q.0 -23.95 VEl.20 1 3四 .0 .0 8.5 甲.10
lー / .0 .0 36.0 25.40.: 2 / .0 I..0/,19.5､29.20.
3 //､ _2.0 .0 50.5 2(1J.30､■ 3 Jy .0 il.5 _6.5 ･ー29.10
i .1 / 14.5 10,0 '18.0 37.7R.節 4` // .0 1.9 ･14.5 28.07
I 56 +〟 1.0 .0 ∴0. 2一.36B818 l5 一ケ .0 11.0 24.5 29.20Ⅳ 6 /I 25 550 03
回 7 〝■1.5 .0 .0 28.27一.回 .. 7 〟 7.0 I.0 37.0 28.10.
8 // .0 ,0 91.5 39.三一5 8 /i 2.3.0 47.5 18.g L27.,199. I/ 8.0 .0 14.5 幻.47 9 . 〟 .0 .0 -.0 26.70 .
;:1甘.∫.3110 .〟 .0 .0 ′.o 29.06 和.1'3010 // .0 6.0 31.5 26.45
小計 30ー蛋 42.0 SO.5 168.5 小計 30匹 30.0 72.0 215.早
ljI.:31 1 3四 .0 -メ.o 36.5 2.q.70 HR.-30 1- 3垣 .0 .0 -14.0 56.05
■2- / 13.0 .0 12.0 2.q.20 ,2 / ll.5 19.5 4.年 25.70
3 / 1.5 10.0 89.0 2R.CO ■ 3 -/ .0 ･.0 ll.5 25.2Lq
5■/I 5.5 13.5 2.0 2R.16 ､5 I /I 6.5 65 0 2616.
Ⅱ. ■ 6 // + .0 .0 49.5 28.89 Ⅴ 6 〟 .0 二0 lt).5 2ー6｣25
b J. .7 / .0 ‥..0. .0 29.24∴ 回 - L7 〟 .0 .0 ･.0 26.29_､
8 /) 'p .0' ･.0 5.0 幻.48 8 ■〝 .0 5.5 13.5 25.00
:9 一ケ .0 ∴0 3.5 29.9.i 9/ .0 .0 .0 2.i.6占
▲一皿∴10.10 /. 1.0 ∴0 .0 30.16 Ⅸ. 9lb // .0..64,0 .Op25.0-1.
小計 30匹 .42.0 29.5 235.0 小計 30匹 ･18.0 IO仁.0 77.0
･67fi910 ///〟 .03 5.9 .02455 76.010め 519 27.30'jrJ0:IgIi朋91ll(91 辛 67■tl910 / .0 2.0/ :715〟 15 一lf1.0 22.rJ5(.25;-)5 15061! 7




第 II ･ ノ表＼ ､ .
調立糊間 番班tL 幼虫琴 供試布1枚の-.蝕 脊 両 横聾鹿副芸筆黄 自然泣皮1日平均 調李期間 番班 幼年 供試布 1枚の-蝕 昏 両 校 .白糸紐皮1日平均筆虚酎畿 髭
Ⅷ.20 1 °1四 .0. ∵.0. 29.40
･2 /./ .0 :4.0 25.40. E} 〟.. .0 5.5 29.20
3 〟 5.5､ .0 2G.30 3 一ケ 18.5 /.9.5こ 29.10
'節 4. 〟 15■.0 2.0 ?7.78 節 . 4 / ･.0 ●.0 2札97
5 /)= I.0 .0 28.36 5 ■一ケ .0. 26.0 2lj.'30
ul 17 /～ .0 .0 ｢2'i27.回 7 / . .0. :.0 'ZS.19
■ 8 〟._ ＼∴o .0 幻.3年 8 ~ー/ . .0､ ･.0 27.49
■ .9 7-/) 1.0. ノ′.0 t!叫7 ･9 J'/ .0 ..o:- 26.70
l甘.iu 10 一ケ ｣0.-′ .0 129.06 ･Ⅷ.30･10 -/ iO ′.17.0- 26二.15L
小計 'J10四‥ 20.5 6.0 小 /lo鐘 .1%1.5.･5tq.0.
3 ･〟 14.0 . 22.0. 28.00 3 /) ･.0 :.0 25.2汚
節^ 4 /) . .0､. 9.5 27.95-.節 .4 :〟 . .0 .0 25.18.
5 ■一ケ 5.5ー 17.5 28.16 ･5. I/ I.Q .-.0 剖;lli
LO l〟 .0. i.5ー 29.9ヰ 9 ･ll/) .0. ■､10 24.65
＼相.1010 °〟 . .0ー T.0 30.16 J正.-_9_10 / I .0 _20.5 25.OtI
l■虻.10 1 L1匹 .0 ㌔.0. 2?.97 -Ⅸ..9 1 1匹 .0 .0 25.10 ■
8 ･●〝 12.0 ∴.0 3tO.03 3 / .0 ∴0■ 2.1.47.
那 4 ■ー.I/ . .0 ∵.0. 23.56 節 ′ 4 / .0_A. ･.5■: 2J122
回 7 〟 .0 °.0 26.?3 甲 7 〟 .0. 二.o 22.り2
■ 9 ･:/ .0. ..0 28.18 9 ･/ .0 29.0 21.61
･Ⅷ.2010 // .5. 7.5 29.10 ･ Ⅸ.1910.~､〝 -2.5- 14.5 0-1.70











概 括 と-結 論 一
以上の普段結矧 こよって明らかな如く､錬虚理 ｢モ
ス1)1/｣･の蝕字面槙に封して.果汁鹿包｢モチ)ン｣の
蝕審面轡 ま･格技2倍猷 第 1蔵 )に常り.･史に牛乳威
理｢キス1)ン｣の蝕寄面積に到って臥 7倍強(第 1衣)
'を示して居る.無塵理布と庭包布との笠さ均方のJIEi序
を蓬へて軌 ､ても､蝕寄面積に著しき影響を認めるこ
とが出来なかったことから考へると､蝕著面積の大小
は軍片の重ね方には無関係であることがわかる.0
此結果に基いて考察すると､｢ヒメマルカツヲブシや.
シ｣の幼品は,典汁の成分(主として糖分ならん)を好
むが､束に之れ以上に牛乳の成分 (主として脂肪なら
ん)_を晴好することが極めて明瞭である｡
此質殴成績帆 従来経験上知られて居た.汚れて屠
る毛放物ゆて､矧 こ客車の蝕賓を蒙むる革質と全く符合し
するもので､書 の々食物に極め,T普通である成分.即
ち･糖分若しくは脂肪等が, ｢ヒメマルカツヲブシム･
シ｣の朝出に於ても好んで食すbt成分であることを示すものと解詳し得ると息ふ6従って､舵
が図の如き･羊毛の大部分を外囲よりの輸入に仰がなければなちぬ団に於て帆 ●資源保持の見
'地より･之れが貯蔵に際しては･洗濯を充分にして竃くことの如何に必要であるかを柘切に感,∫
りさせられると共に､汚染した物質の如何t-=よって､寄島加害の程度に著しき差異を規はすこ
とが明らかである･此ことは洗掛 ヒ挙上の-指針を輿へるものと考へられる0倍は筆者は!争
筏粒 の々物質を用ひて､此瞳の普段な行ひたいと思って居る.｢終b｣ ､
